
営
が
続
く
こ
と
、
ま
た
、
地
方
分
権

の
一
層
の
進
展
に
よ
り
基
礎
的
自
治

体
と
し
て
自
立
し
た
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
、
よ
り
強
力
に
行

政
改
革
を
進
め
る
必
要
性
が
あ
る
」

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
を
実
施
し
、　
件
の
ご
意
見

446

を
い
た
だ
き
、
野
田
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
で
は
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
踏
ま
え
、
１
月
　
日
、
答
申
が
な

15

さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
取
組
方
針
と
し
て
、　27

年
度
当
初
の
職
員
数
を
、
合
併
前
の

　
年
度
当
初
の
旧
野
田
市
職
員
数
で

13あ
る
千
　
人
を
１
人
下
回
る
千
　
人

31

30

と
す
る
職
員
削
減
計
画
の
推
進
や
、
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市
で
は
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、

「
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行

政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
平
成
　
年
に
究
極
の
行
政

15

改
革
と
い
わ
れ
る
合
併
を
実
現
し
、

　
年
に
見
直
し
た
行
政
改
革
大
綱
に

16よ
り
、市
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化

や
、　
人
の
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
取

193
り
組
み
、４
年
間
で
　
億
２
千
　
万
円

45

800

の
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
民
館
、図
書
館
、博
物
館
の

開
館
日
の
拡
大
や
、職
員
の
シ
フ
ト
勤

務
に
よ
る
市
民
課
窓
口
の
日
曜
日
開

設
な
ど
、経
費
を
抑
制
し
た
中
で
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
行
の
行
政
改
革
大
綱

は
、見
直
し
か
ら
４
年
が
経
過
し
、国

庫
補
助
金
な
ど
の
大
幅
削
減
な
ど
で
、

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
よ
り
一
層

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
進
め
る
た
め

に
、
昨
年
８
月
、
野
田
市
行
政
改
革

推
進
委
員
会（
岩
井
勝
治
会
長
）に
、

大
綱
の
見
直
し
を
諮
問
し
ま
し
た
。

よ
り
強
力
な
行
政
改
革
を

　
８
回
に
わ
た
る
審
議
の
結
果
、
同

委
員
会
か
ら
は
、「
少
子
化
に
よ
る
人

口
減
少
時
代
の
到
来
、
高
齢
化
に
よ

国
の
基
準
よ
り
高
い
率
で
支
給
さ
れ

て
い
る
地
域
手
当
の
支
給
率
を
、
現

行
の
7
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
　
年
度
ま

22

で
に
3
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
引
き
下
げ
、

ま
た
、
勤
務
評
定
制
度
も
　
年
度
ま

24

で
に
本
格
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、民
間
活
力
の
有
効
活
用
の

推
進
や
、新
た
に「
市
民
と
の
協
働
」の

項
目
を
設
け
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
、
自
治
会
を
中
心
と
す
る
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
社

会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と

の
協
働
の
取
り
組
み
が
は
じ
め
て
、

行
政
改
革
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
答
申
を
踏
ま
え
、
今
年
度

中
に
新
た
な
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
実
施
計
画
と
な
る

「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、　21

年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
行
政
改
革

を
強
力
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
政
管
理
課

る
行
政
需
要
の
増
大
、
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
や
地

方
交
付
税
の
大
幅
削
減
な
ど
の
構
造

改
革
の
継
続
で
、
厳
し
い
行
財
政
運

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
を
見
直

野
田
市
行
政
改
革
大
綱
を
見
直
しし

 今今
後後
もも
民
間
活
力
導

民
間
活
力
導
入入
やや
職
員
削
減

職
員
削
減
をを
進
め
進
め

　
　
　
 　
　
　
 市
民
市
民
サ
ー
ビ

サ
ー
ビ
スス
をを
よ
り
よ
り
充
実
充
実
へへ
　
　
　
   

       ～
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申

～
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
答
申
～～

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、合
併
後
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱
の
指
針
に
基

づ
き
、市
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化
や
、職
員
削
減
な
ど
の
行
政
改
革
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、昨
今
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会（
岩
井
勝
治
会
長
）に
、大
綱
の
見
直
し
を
諮
問
し

ま
し
た
。８
回
に
わ
た
る
審
議
と
、寄
せ
ら
れ
た
意
見
も
踏
ま
え
、１
月
　15

日
に
答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、本
号
で
は
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　郷土の自然を愛し、平和で安全な環境を守ります
２　たがいに助け合い、すべての市民の幸福を願います
３　からだをきたえ、仕事に励み、楽しい家庭をつくります
４　きまりを守り、信頼と愛情を深め、心豊かな社会を築

きます
５　教養と文化を高め、自由と希望に満ちた郷土をめざし

ます

野 田 市 民 憲 章
（昭和５５年５月３日告示）

行政改革推進委員会（岩井会長・左）から答行政改革推進委員会（岩井会長・左）から答申申


